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映画『室町無頼』



　

時
は
室
町
、„
応
仁
の
乱
＂
前

夜
の
京
―
―
。
大
飢
饉
と
疫
病
の

連
鎖
、
路
上
に
重
な
る
無
数
の
死

骸
。
そ
ん
な
混
沌
の
世
に
風
の
如

く
現
れ
、
巨
大
な
権
力
に
戦
い
を

挑
ん
だ
者
た
ち
が
い
た
…
…
。

　

蓮
田
兵
衛
（
は
す
だ
ひ
ょ
う
え
）

―
―
日
本
史
上
、
初
め
て
武
士
階

級
と
し
て
一
揆
を
起
こ
し
、
歴
史

書
に
唯（
た
だ
）一
度
だ
け
そ
の
名

を
留
め
る
男
。
本
作
は
彼
の
元
に

集
結
し
た
「
ア
ウ
ト
ロ
ー
＝
無
頼
」

た
ち
の
知
ら
れ
ざ
る
戦
い
を
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク
に
描
く
。

　

原
作
は
直
木
賞
作
家
・
垣
根
涼

介
の『
室
町
無
頼
』（
新
潮
文
庫
刊
）。

„
リ
ア
ル
＂
な
風
と
炎
と
砂
塵
が

舞
う
中
世
の
暗
黒
時
代
を
駆
け
抜

け
る
、
エ
ン
タ
メ
全
開
の
ア
ク
シ

ョ
ン
巨
編
!!

　
一
揆
勢
が
関
所
を
突
破
す
る
迫
力
満

点
の
シ
ー
ン
を
撮
影
し
た
ロ
ケ
地
の
正

体
は
、
大
戸
川
ダ
ム
建
設
予
定
地
。
甲

賀
市
～
大
津
市
を
流
れ
瀬
田
川
に
合
流

す
る
大
戸
川
に
、
洪
水
調
節
専
用
の
流

水
型
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
。
２
０
２
３

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
「
大
戸
川
ダ

ム
フ
ェ
ス
」
で
は
、
当
該
ロ
ケ
地
に
立

ち
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
こ
の
ロ
ケ
地
は
、
普
段
は
立
ち
入
り
禁
止
で
す
。

【
住
】
大
津
市
上
田
上
大
鳥
居
町
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高島市

琵

琶

湖

東近江市

甲賀市
大津市

近江八幡市

　

北
船
木
の
湖
岸
で
は
、
才
蔵
が
唐
崎
の
老

人
の
も
と
で
修
業
を
積
む
、
作
中
で
も
指
折

り
の
重
要
な
シ
ー
ン
が
撮
影
さ
れ
た
。
北
船

木
を
流
れ
る
安
曇
川
は
伝
統
的
な
簗や

な

漁
が
有

名
で
、
水
産
庁
か
ら
「
未
来
に
残
し
た
い
漁

業
漁
村
の
歴
史
文
化
財
産
百
選
」
に
選
出
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、「
滋
賀
県
立
び
わ
湖
こ
ど

も
の
国
」
な
ど
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
も
人
気

の
ス
ポ
ッ
ト
が
多
い
。

【
住
】
高
島
市
安
曇
川
町
北
船
木 

　
　

 

安
曇
川
北
流
河
口
付
近

【
交
】
J
R
湖
西
線
「
安
曇
川
駅
」
か
ら

　
　

 

車
で
約
15
分

3

北
船
木

高
島
市

8

大
戸
川
ダ
ム

建
設
予
定
地

大
津
市

　

曹
洞
宗
の
開
祖
・
道
元
禅
師

が
、
領
主
・
佐
々
木
氏
に
創
建

を
勧
め
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ

る
。
境
内
に
は
、
12
代
将
軍
足

利
義
晴
と
13
代
将
軍
義
輝
が
、

朽
木
氏
を
頼
っ
て
数
年
間
滞
在

し
た
居
館
の
庭
園
が
広
が
る
。

【
住
】
高
島
市
朽
木
岩
瀬
3
7
4 

【
交
】
J
R
湖
西
線 

「
安
曇
川
駅
」　

　
　

 

か
ら
車
で
約
30
分

興
聖
寺
と

足
利
庭
園

7
高
島
市

　

才
蔵
の
修
行
地
「
今
津
」
は
、

室
町
時
代
よ
り
、
東
国
や
北
国

か
ら
の
物
資
中
継
港
と
し
て
、

従
来
の
港
に
代
わ
り
繁
栄
し
た
。

現
在
は
竹
生
島
へ
の
定
期
観
光

船
が
運
航
し
て
お
り
、
多
く
の

観
光
客
で
賑
わ
う
。

【
住
】
高
島
市
今
津
町
今
津
30 

【
交
】
J
R
湖
西
線
「
近
江
今
津
駅
」

　
　

 

か
ら
徒
歩
約
５
分

今
津
港

6
高
島
市

「
唐
崎
の
老
人
」
と
呼
ば
れ
る

由
来
で
あ
る
唐
崎
地
域
に
あ
る

神
社
。
室
町
時
代
に
は
、「
唐

崎
の
夜
雨
」
と
し
て
、
近
江
八

景
の
ひ
と
つ
に
選
ば
れ
た
景
勝

地
。
境
内
に
は
樹
齢
約
1
0
0

年
の
巨
大
な
霊
松
が
あ
る
。

【
住
】
大
津
市
唐
崎
1
－
7
－
1

【
交
】
J
R
湖
西
線
「
唐
崎
駅
」

　
　

 

か
ら
徒
歩 

10
分

5

唐
崎
神
社

大
津
市

　

6
0
6
年
に
聖
徳
太
子
に
よ

っ
て
創
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
、

滋
賀
県
最
古
級
の
寺
院
。
室
町

時
代
に
は
佐
々
木
六
角
氏
と
関

わ
り
が
深
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

後
に
織
田
信
長
の
焼
き
討
ち
に

あ
っ
た
。

【
住
】
東
近
江
市
百
済
寺
町
3
2
3

【
交
】 

J
R
琵
琶
湖
線
「
能
登
川
駅
」

　
　

 

か
ら 

車
で
約 

30
分

4

百
済
寺

東
近
江
市

【
Cas
t
】

蓮
田
兵
衛
／
大
泉 

洋

才
蔵
／
長
尾
謙
杜

芳
王
子
／
松
本
若
菜

唐
崎
の
老
人
／
柄
本 

明

骨
皮
道
賢
／
堤 

真
一

室
町
時
代
に
縁
の
あ
る

ス
ポ
ッ
ト
を
訪
ね
る

映
画
の
時
代
を
感
じ
た
い
！

　

東
近
江
市
の
山
中
に
あ
る
旧

大
萩
村
は
、
百
済
寺
の
隆
盛
を

支
え
た
百
済
寺
郷
の
ひ
と
つ
。

百
済
寺
が
焼
き
討
ち
さ
れ
た
際

は
、御
本
尊
の
避
難
地
と
な
っ
た
。

災
害
を
契
機
に
村
民
が
集
団
移

住
し
た
後
も
、
白
鬚
神
社
の
鳥

居
は
こ
の
地
に
ひ
っ
そ
り
と
佇

ん
で
い
る
。
こ
こ
は
伏
見
稲
荷

に
見
立
て
ら
れ
、
道
賢
一
派
の

根
城
と
し
て
登
場
し
た
。

【
住
】
東
近
江
市
百
済
寺
甲
町

【
交
】
近
江
鉄
道
「
八
日
市
駅
」
か
ら

　
　

 

車
で
約
30
分

白
鬚
神
社
跡
地

1

東
近
江
市

　

兵
衛
が
才
蔵
に
「
銭
の
価
値
」

を
問
う
序
盤
の
名
シ
ー
ン
が
撮

影
さ
れ
た
の
が
佐
波
江
浜
。
雄

大
な
琵
琶
湖
の
景
色
が
印
象
的

だ
。
こ
こ
は
日
野
川
が
琵
琶
湖

に
注
ぐ
地
で
、
付
近
に
は
キ
ャ

ン
プ
や
釣
り
を
楽
し
め
る
レ
ジ

ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
も
。
最
近
は
オ

シ
ャ
レ
な
カ
フ
ェ
な
ど
も
オ
ー

プ
ン
し
て
い
る
、
県
内
で
も
人

気
上
昇
中
の
エ
リ
ア
だ
。

【
住
】
近
江
八
幡
市
佐
波
江
町

【
交
】
J
R
琵
琶
湖
線
「
篠
原
駅
」　　

　

    �

か
ら 

車
で
約
20
分

※
佐
波
江
浜
用
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

佐
波
江
浜

2

近
江
八
幡
市
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2
0
2
5
年
１
月
17
日
に
公
開
さ
れ
る
映
画『
室
町
無
頼
』。実
は
か
つ
て
室
町
幕
府
が
お
か
れ
た
京
都
に
ほ
ど
近
い
滋
賀
県
内
で
も
多
数
の
シ
ー
ン
が
撮
影
さ
れ
た
。

こ
こ
で
は
ロ
ケ
地
と
滋
賀
県
内
の
イ
チ
押
し
室
町
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。

滋
賀
県
室
町
ス
ポ
ッ
ト

Map

映
画『
室
町
無
頼
』の
世
界
を
味
わ
い
尽
く
す
！

米原市

長浜市

竜王町

日野町
湖南市

野洲市守山市

栗東市草津市

甲良町

彦根市

愛荘町

多賀町豊郷町



　

今
な
お
自
然
豊
か
な
農
村

の
風
情
を
残
す
甲
南
町
・
野

川
の
棚
田
で
は
、
一
揆
勢
の

仲
間
が
慎
ま
し
く
暮
ら
す
集

落
の
シ
ー
ン
が
撮
影
さ
れ
た
。

特
に
初
夏
～
稲
刈
り
ま
で
の

時
期
は
、
日
本
の
原
風
景
と

も
言
え
る
美
し
い
景
色
が
広

が
る
。
付
近
に
は
爽
や
か
な

甘
み
と
芳
醇
な
味
わ
い
が
特

徴
の
宮
ベ
リ
ー
が
実
る
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
園
も
あ
る
の
で
、

要
チ
ェ
ッ
ク
。

【
住
】
甲
賀
市
甲
南
町
野
川

【
交
】
J
R
草
津
線
「
甲
賀
駅
」　

　
　

 

か
ら
車
で
約
10
分

　

野
洲
川
の
支
流
に
あ
た
る

田
村
川
は
、
作
中
終
盤
の
超

重
要
な
シ
ー
ン
で
登
場
す
る

の
で
注
目
し
て
ほ
し
い
。
田

村
川
は
渓
流
釣
り
や
川
遊
び

を
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
で
も

あ
り
、
と
く
に
夏
場
に
は
老

若
男
女
が
涼
を
求
め
て
訪
れ

る
。近
く
に
は
征
夷
大
将
軍
・

坂
上
田
村
麻
呂
公
を
主
祭
神

と
す
る
田
村
神
社
が
あ
り
、

厄
除
け
祈
願
に
訪
れ
る
人
が

後
を
絶
た
な
い
。

　

兵
衛
と
才
蔵
が
関
所
破
り
を
す
る
場

面
が
撮
影
さ
れ
た
の
は
、
甲
賀
市
内
の

砕
石
場
。
そ
の
た
め
、
ズ
バ
リ
そ
の
地

を
訪
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
要
注
意
。

ロ
ケ
地
が
あ
る
土
山
町
は
、
室
町
時
代

ま
で
遡
る
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
土
山
茶

で
有
名
な
近
江
茶
の
一
大
産
地
で
も
あ

る
。
ま
た
、
土
山
町
は
江
戸
時
代
に
東

海
道
49
番
目
の
宿
場
町
と
し
て
も
栄
え

た
。「
東
海
道
伝
馬
館
」
や
「
土
山
宿

本
陣
跡
」
な
ど
、
当
時
の
名
残
を
感
じ

ら
れ
る
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
も
あ
る
の
で
ぜ

ひ
訪
れ
て
み
て
ほ
し
い
。

【
住
】�

甲
賀
市
土
山
町
北
土
山

【
交
】
J
R
草
津
線
「
甲
賀
駅
」

　
　

 

か
ら
車
で
約
20
分

　

蓮
田
兵
衛
ら
が
起
こ
し
た
「
寛
正
の
土
一
揆
」
か
ら
25
年
後

の
1
4
8
7
年
、
再
び
室
町
幕
府
を
脅
か
す
反
抗
の
狼
煙
が
あ

が
っ
た
。
９
代
将
軍
・
足
利
義
尚
と
佐
々
木
六
角
氏
の
対
立
は
、

や
が
て
甲
賀
忍
者
の
名
が
一
気
に
知
れ
渡
る
「
鈎
（
ま
が
り
）

の
陣
」
の
戦
い
に
至
る
。
甲
賀
武
士
（
甲
賀
忍
者
）
は
地
の
利

を
活
か
し
た
奇
襲
や
敵
方
の
動
揺
を
誘
う
戦
法
で
幕
府
軍
を
苦

し
め
、
そ
の
活
躍
ぶ
り
を
天
下
に
知
ら
し
め
た
の
だ
っ
た
。

 『
室
町
無
頼
』
の
い
く
つ
か
の
シ
ー
ン
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
甲
賀

市
は
、「
甲
賀
忍
者
の
街
」
と
し
て
そ
の
存
在
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

【
住
】
甲
賀
市
甲
賀
町
油
日
1
0
4
2

【
交
】
J
R
草
津
線
「
油
日
駅
」

　
　

か
ら
徒
歩
約
30
分

　

境
内
に
あ
る
室
町
時
代
の
建

造
物
群
は
必
見
で
、
東
西
の
回

廊
を
備
え
た
楼
門
、
拝
殿
、
本

殿
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
甲
賀
武
士
（
甲

賀
忍
者
）
が
結
束
を
誓
う
地
と

な
っ
た
。

油
日
神
社

【
住
】 

甲
賀
市
信
楽
町
宮
町（
飯
道
神
社
）

【
交
】 

信
楽
高
原
鐵
道
／

　
　

信
楽
線
「
紫
香
楽
宮
跡
駅
」

　
　

か
ら
車
で
約
15
分

　

飯
道
山
・
庚
申
山
・
岩
尾
山

は
「
甲
賀
三
霊
山
」
と
称
さ
れ
、

甲
賀
忍
者
の
修
行
の
場
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
飯
道
神
社
、
広
徳
寺
、
息
障

寺
を
擁
し
、
近
江
の
信
仰
の
歴

史
を
今
に
伝
え
る
。

甲
賀
三
霊
山

近
江
の
室
町
ト
リ
ビ
ア

〜
幕
府
軍
に
立
ち
向
か
っ
た
甲
賀
忍
者
〜

甲
南
町・野
川
の
棚
田

9

甲
賀
市

10

田
村
川

甲
賀
市

11

湖
国
興
業

甲
賀
市
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